
（様式第４号） 上田市交通安全対策協議会 会議概要 

１ 審 議 会 名 上田市交通安全対策協議会  

２ 日   時 令和５年２月 16日 午後１時 25分から午後２時 10分まで  

３ 会   場 市役所本庁舎 ４階 庁議室  

４ 出 席 者 木曽俊雄会長、髙野学副会長、宮原剛士委員、下島崇委員、西澤和直委員、坪田浩

明委員、雨宮孝委員、梅原直委員、小林伸委員、水出秀子委員、大島孝之委員、山

岸秋夫委員、小林靖典委員、滝澤共子委員、小松美香委員、小市武志委員 

 

５ 市側出席者 山岸生活環境課長、中村課長補佐兼生活安全担当係長 

堀内市民参加・協働推進課長 

 

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開  

７ 傍 聴 者  ０人  

８ 会議概要作成年月日 令和５年２月 16日  

協  議  事  項  等 

１ 開会 

２ 挨拶（生活環境課長） 

３ 役員選任 

役員挨拶（会長・副会長） 

３ 協議事項 

⑴ 交通安全対策協議会について 

・資料に沿い、中村係長から協議会設立の経緯、目的、今後について概要を説明。 

・委員承知で意見等はなかった。 

⑵ 第１次上田市交通安全計画について 

・資料に沿い、中村係長から第１次上田市交通安全計画について概要を説明。 

・委員からの意見等はなかった。 

（会長）それぞれの立場で計画を確認し、第２次上田市交通安全計画策定に向けて随時提言願いたい。 

⑶ 交通事故発生状況と対策について 

・資料に沿い、中村係長から令和４年の上田市における交通事故発生状況と交通安全対策及び令和５ 

年の推進計画について説明。 

・以降、協議 

（委員）高齢者、歩行者、自転車、夜間の４つをキーワードに、これらを最重点として対策を実施す 

べきである。 

（委員）歩行者の事故防止は、夜光反射材の着用を推進すべきである。 

（委員）道路交通法が改正され、自転車用ヘルメットの着用が努力義務化されることから、啓発活動 

を推進すべきである。 

（事務局）承知。 

４ 閉会 

 


